
日

郷土を愛し、明るい市づくりにつとめる

O 学校、家庭、社会の教育において、郷土を愛する
心を培う。

市づくりの権利と責任が市民一人一人にあること

をお互いに自覚する。(大洲市民憲章)
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第 220号

市の人口(6月1日)

人口 38，070人
男 18，039人女

世帯数 10.376世帯
面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集総務課

20.031人
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4
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一

平

九

日

か

ら

震

の

一

塁

百

ま

で

一

老

人

い

こ

い

一

館

で

す

。

-

芝

、

大

洲

小

前

の

道

路

で

は

、

保

は

、

露

で

す

。

一

の

家

一

入

浴

時

間

は

一

翼

幼

稚

園

、

小

学

校

の

全

員

と

、

施

設

案

内

一

一

毎

週

火

・

金

曜

日

の

午

後

零

時

三

十

一

南

中

学

校

の

生

徒

の

一

部

約

千

人

が

見

一
乙
の
老
人
い
と
い
の
家
は
、
公
民
館
一
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
で
す
。
一
て
い
る
な
か
で
大
刑
警
察
署
の
パ
ト
カ

重
量
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
一
蓄
の
一
環
と
し
て
、
老
人
重
量
一
施
設
案
内
一
ー
を
は
し
ら
せ
、
「
車
は
す
ぐ
に
止
ま

卓

球

な

ど

の

軽

運

一

進

と

生

涯

教

育

の

学

習

の

場

と

し

て

設

一

一

一

。

一

老

人

室

(

和

室

ス

テ

ー

ジ

付

)

一

ら

な

い

」

乙

と

を

、

歩

道

に

人

形

を

お

動
、
ダ
ン
ス
、
之
け
ら
れ
た
も
の
で
す
一
娯
楽
、
集
会
、
喜
一
い
て
震
を
行
い
改
め
て
車
の
お
そ
ろ

l
ム

等

。

一

施

設

の

利

用

は

一

幸

o

一

一

一

等

一

し

さ

を

参

集

し

た

皆

さ

ん

に

知

っ

て

も

音
楽
室
一
i
:
:
:
名
曲
鑑
賞
な
ど
。
一
市
内
に
住
む
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
一
関
警
官
z
i
-
-
読
書
室
一
ら
い
ま
し
た
。

料
理
教
室
:
:
:
明
日
比
の
実
習
や
講
一
は
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
-
談
話
ホ
i
ル
・
談
話
と
く
つ
ろ
ぎ
等
一
な
お
、
す
べ
て
市
内
の
保
育
所
、
幼

産

〈

一

使

用

時

間

は

一

入

浴

室

一

稚

園

は

、

乙

じ

か

ク

ラ

ブ

を

結

成

し

、

図
書
・
相
談
室
:
・
趣
味
と
教
養
を
高
一
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
一
利
用
で
き
る
備
品
一
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
適
応
し
た
が
奇
想
安
全

め

る

等

。

一

で

。

一

カ

ラ

ー

テ

レ

ビ

・

碁

・

将

棋

・

マ

イ

一

お

り

ま

す

。

講
習
室
(
和
室
)
・
生
花
・
茶
道
等
一
休
館
日
は
一
ク
放
送
設
備
・
娯
楽
図
書
等
。

娯
楽
・
談
話
室
:
楽
し
い
か
た
ら
い
一
祝
日
、
日
曜
日
、
年
末
十
一
一
月
一
干
一
な
お
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の
電
話
は
、

の
場
。
一
七
日
か
ら
年
始
一
月
抗
日
ま
で
は
、
休
一
四
1
一
一
一
一
六
一
番
で
す
。

期

ホ勤
l労
ム
青

少
年

市

で。
休
館
日
は

祝
日
、
日
摺
目
、
年
末
十
二
月
二
十

九
日
か
ら
年
始
一
月
二
一
日
ま
で
は
、
休
一
乙
の
ホ
I
ム
は
、
働
く
青
少
年
の
福

館

で

す

。

五

に

関

す

る

事

業

を

総

合

的

に

行

う

と

一
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で

施

設

案

内

一

す

。

ロピ
Iri--:
楽
し
い
語
ら
い
と
一
一
勤
労
青
少
年
が
、
仕
事
の
余
暇
を
有

市
が
市
民
の
文
化
活
動
と
福
祉
増
進
一
の
関
所
葉
、
五
月
二
十
三
日
行
わ
れ
丁
ト
四
階
建
て
延
べ
一
平
二
百
五
・
二
校
長
。
一
意
義
に
す
ご
し
、
楽
し
い
グ
ル
ー
プ
活

の
殿
堂
と
し
て
、
本
町
一
丁
目
一
番
地
一
ま
し
た
。
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
の
中
に
、
中
一
大
ホ
1
ル
研
修
会
、
講
演
会
一
動
の
中
で
教
養
を
高
め
、
働
く
こ
と
の

に
連
設
を
進
め
て
い
た
総
合
セ
ン
デ
一
乙
の
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ず
一
宍
食
館
を
は
じ
め
、
勤
労
青
少
ま
一
等
。
一
自
覚
と
自
ら
進
ん
で
あ
す
へ
の
生
活
意

日

~
;
3
3
7
4…

i
i
i
i
l
i
-
-
7ム
、
老
人
憩
の
家
の
一
ニ
施
設
を
有
レ
一
小
会
議
室
会
議
に
。
一
欲
を
も
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

iJ1UhfJ祝
日
一
切
錨
龍
輔
瞳
翻
輔
-
総
事
業
費
一
億
八
百
七
十
五
万
四
千
円
一
婦
人
実
霊
童
話
茶
道
等
一
り
ま
す

二
f
f
d
m
q
J…
ハ

ん

べ

い

小

川

競

輪

額

融

置

を

か

け

て

震

レ

た

も

の

で

す

。

一

書

室

基

調

雲

、

直

施

設

の

利

用

は

ん

心

選

額

融

纏

讃

欝

組

翻

聞

そ

れ

ぞ

れ

の

施

設

の

概

要

は

次

の

と

一

視

聴

覚

教

室

:

韓

基

機

宗

一

一
J
L
Y九九
γ
r
f
hお
む

額

欄

醐

醐

醜

態

寵

歯

周

醐

幽

朝

一

有

。

一

市

内

に

住

む

満

二

十

五

歳

ま

で

の

勤

:f2三
将

兵

親

譲

醐

醐

騨

繍

縦

軸

棚

鰯

掴

審

理

お

り

で

す

。

一

芹

一

一

力

を

高

め

ま

に

対

処

す

る

能

力

を

身

U
Jふ

FJJA--一主
総

鰻

醤

醐

融

融

関

懸

醐

欝

幽

臨

闘

鱒

龍

一

一

労

青

少

年

が

、

ホ

l
ム

の

利

用

申

請

を

一

ヘγJJLC3げ
れ

鞠

轍

輯

輯

購

融

輔

齢

期

欝

中

央

公

民

館

一

利

用

で

き

る

視

聴

覚

機

材

一

レ

て

い

た

だ

け

れ

ば

ど

な

た

で

も

利

用

一

に

つ

け

さ

せ

る

と

と

も

に

、

ま

ず

母

親

23uw輔
輯

闇

闇

輔

酷

臨

鰻

欝

-

一

教

材

一

で

き

ま

す

。

一

ヵ

、

正

し

い

霊

ル

ー

ル

を

理

解

し

、

線

機

軸

劉

輔

罷

よ

校

長

時

間

一

・

テ

レ

ビ

録

画

装

置

(
V
-
T
-
R
)
一

使

用

時

聞

は

一

言

明

石

判

官

能

騒

調

騨

欝

騒

麟

親

臨

ン

た

総

合

セ

ン

タ

ー

へ

移

転

し

ま

し

た

。

言

語

諮

問

画

一

吉

は

、

午

後

一

時

か

ら

i一
-

一

る

た

め

「

E
2
5プ
」
活
動
の
一

一
持
鱒
機
艦
購
欝
融
鱒
畿
圏
セ
乙
の
公
民
館
は
、
市
民
を
対
象
に
、
一
・
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
一
ま
で
、
日
曜
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
一
さ
る
五
月
十
五
日
約
一
一
百
人
喜
一
雲
方
の
交
通
ル
ー
ル
を
勉
強
す
る
「
一
号
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
0

2J欝騒
騒

騒

擁

護

圃

実

際

生

活

に

号

室

健

康

の

旦

オ

ー

バ

ー

ヘ

ッ

ド

投

影

機

(
0
・

t
i。一
し
て
、
お
お
ず
乙
じ
か
ク
ラ
ブ
(
大
洲
一
乙
じ
か
タ
一
フ
ブ
壁
口
訓
練
」
を
行
い
ま
一
昔
、
奇
幼
稚
園
に
お
い
て
、

r
可

騒

騒

騒

騒

輔

醸

歯

圃

合

審

擦

の

教

育

者

、

生

活

花

の

一

p)

一

休

館

臼

は

一

語

圏

」

に

お

い

て

、

幼

児

を

交

通

事

一

し

た

。

一

言

震

セ

ッ

ト

で

害

た

あ

と

-r磯織
踊

関

麟

麟

鶴

醸

畿

麟

髄

翻

総

振

興

と

社

会

福

祉

の

増

進

に

寄

与

す

る

7
録
音
教
材
等
一
言
言
ヨ
、
問
日
年
末
十
一
再
一
放
か
ら
守
る
た
め
、
母
と
子
が
正
し
い
一
そ
の
際
、
市
内
各
乙
じ
か
ク
ラ
ブ
会
一
大
洲
小
学
校
講
堂
で
、
幼
児
の
敏
し
ょ

ム

ユ

襲

融

鱒

翻

覇

龍

醗

睡

眠

ー

た

め

の

施

設

で

す

。

一

1

1

1

1

1

1
ド
I
l
l
i
-
-
I
I
I
I
l
l
i
-
-

一長、

L!のか
た
が
た
も
多
数
字
つ
性
を
き
1
ル

遊

言

語

善

治

議

議

盤

覇

額

融

醐

闇

翠

施

設

の

利

用

は

一

一

学

校

に

隣

接

す

る

乳

幼

児

の

保

育

に

適

一

観

さ

れ

宣

言

お

さ

め

ま

し

た

一

信

号

去

っ

て

正

し

灯

台

の

交

議

畿

翻

麟

輔

輯

翻

醐

醸

し

ど

な

た

で

負

手

続

き

を

し

て

い

土

上

須

戒

保

育

所

が

完

成

一

段

昔

話

室

長

認

識

離

鱒

韓

関

鶴

髄

題

審

車

成

だ

け

れ

ば

秘

用

で

き

ま

す

。

一

一

語

、

霊

一

に

際

レ

国

民

年

金

軍

事

元

¥

音

声

購

韓

関

額

融

ん

子

完

営

利

目

と

し

た

場

A
R
特
定
の
一
こ
の
ほ
ど
会
保
育
所
主
し
一
実
遊
戯
室
、
医
務
室
等
書
へ
小
一
馨
ニ
亘
一
十
高
を
受
け
ま
し
た
u

FJ一
f
h
¥
/覇
覇
盤
轍
躍
政
党
の
利
害
の
場
合
、
特
定
の
宗
教
等
一
て
、
新
し
い
施
設
で
の
保
育
が
始
ま
り

一一ソ…
vJγJJ
い
よ
り
訟
に
い
品
購
離
麟
麟
麟
灘
繍
灘
灘
潮
醐
舗
に
関
す
る
事
業
の
場
合
は
、
使
肘
で
き
一
ま
し
た
。
乙
の
新
施
設
は
、
定
員
選

ケ
一
一
一
一
九
九
九
三
日
担
当

f機
繍

鱒

灘

機

騒

綴

噛

捕

ま

せ

ん

。

一

露

呈

蚕

七

百

川

士

一

万

四

千

円

を

J
ι
¥三
九
一
一
三
百
V

週

饗

轟

翻

鷹

島

欝

議

議

機

舗

数

制

一

dwwT…地
淳

子

関

越

べ

持

戸

ら

午

後

十

時

ま

一

戸

川

崎

立

点ZE--'
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署
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i
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一
停
病
問
院
で
は
各
診
療
斜
別
)
、
同
一
の
月
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

高

額

療

養

費

等

一

而

府

吋

叩

れ

駐

む

討

山

日

U
日
日
持
日
詰
日
問
守1
げ

MU吋
持
ぽ
旦
場
罪
所
討

lE語館、室さ第墾雪一=一ニ一蚕会

;ト
l
e
i
r
F
B
r
:
A』
'
一
別
室
料
金
ゃ
、
歯
医
者
さ
ん
の
差
額
料
一
相
談
員
県
老
人
援
護
課
職
員

民
団
口
十
叫
J
h
y
k
h
J
』

P
Lえ
在
1

一

一

経
L
れ
は

rを
を

図

書

一

金

な

ど

保

険

の

き

か

な

い

も

の

は

除

か

一

相

談

内

容

・・
l

J

J

一
れ
ま
す
。
た
だ
レ
、
老
人
医
療
費
な
ど
一
し
恩
給
法
の
う
ち
公
務
扶
助
料
に
関

今
年
四
月
一
日
か
ら
、
お
蔑
を
さ
れ
一
合
は
、
領
収
証
な
ど
を
添
え
て
、
市
へ
一
は
、
今
ま
で
通
り
全
積
無
料
で
治
療
を
一
す
る
乙
と
。

た
方
へ
の
助
産
給
付
が
、
一
万
円
か
ら
一
申
請
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
す
。
一
受
け
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

2
旧
軍
人
等
の
漬
族
に
対
す
る
慰

二
万
円
に
、
な
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
葬
一
ま
た
、
計
算
の
基
礎
同
一
人
の
被
一
く
わ
し
い
と
と
は
、
市
の
保
険
衛
生
一
給
普
請
に
関
す
る
遺
品

祭
費
が
、
三
千
円
か
ら
五
千
円
に
そ
れ
一
保
険
者
が
、
一
か
所
の
病
院
で
F

総
合
一
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
一
す
る
こ
と
。

ぞ
れ
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一

i

l

i

l

i

-

-

-

l

i

l

-

-

一
弘
傷
害
、
戦
没
者
遺
族
援
護

L
E結軒
軒

ド

一

遺

族

・

旧

軍

人

の

了

時

註

れ

に

対

す

る

特

長

期

療

養

の

方

ゃ

、

重

い

病

気

に

か

か

一

も

え

一

別

弔

慰

金

支

給

法

に

関

す

る

乙

と

完

方

で

も

医

療

費

自

己

重

分

は

一

恩

給

相

談

所

を

開

設

一

ふ

戦

没

者

等

の

妻

に

対

す

る

第

給

一

ヶ

月

に

一

一

一

万

円

ま

で

で

す

む

と

と

に

一

一

付

金

支

給

法

に

関

す

る

こ

と

。

な
る
も
の
で
、
画
期
的
な
給
付
の
改
善
一
遺
族
お
よ
び
旧
軍
人
に
対
す
る
恩
給
三
遺
族
関
係
援
護
法
皇
覇
者
の
一
品
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

と
い
え
ま
す
。
一
相
談
を
七
月
二
十
三
日
、
大
洲
市
民
会
一
発
掘
と
、
警
墨
票
者
の
失
権
防
止
一
給
付
金
支
給
法
に
関
す
る
乙
と
。

支
給
の
方
法
は
、
い
っ
た
ん
病
院
の
一
館
に
お
い
て
行
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
一
お
よ
び
請
求
促
進
を
は
か
る
た
め
、
五

7
そ
の
他
戦
没
者
遺
族
援
護
に
関

窓
口
で
、
三
割
を
支
払
っ
て
い
た
だ
い
一
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。
一
す
る
と
と
。

た
の
ち
、
一
ヶ
月
三
万
円
を
こ
え
る
場
一
乙
の
開
設
は
、
順
次
改
正
さ
れ
て
い
一
日
時
七
月
二
十
三
日
午
前
十
一
相
談
要
領

教

育

と

福

祉

の

場

税民

交
通
安
全
を
願
い

母
と
子
が
交
通
ル

l
ル
を
勉
強

しましょう

今回の選挙に限り投票時間が|時間延長にな

りました。

ぞって投票(._. みんな

投票時間を延長

い権相
まの談
す存員
。否が
お個
よ別
びに
爵面
求談
指し
導

霧器

持
参
品
当
日
印
鑑
を
と
持
参
く
だ
さ
い
。

午前7時から午後ワ時まで

投票日当日投票所で投票できないかたは、不

在者投票制度をご利用ください。

間

不在者投票制度

時票投

「良識の票が生みだす参議院」

大洲市明るい選挙推進協議会・大洲市選挙管理委員会

ε 容?日十一町、一明~'>
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開

時

連

悼

式

も

和 49年 6月昭事輯購言子輔離輔

大
一
雨
ム
打
嵐
に
そ
な
え

式上平追レ」幕除て九
戸
昨
年
、
大
一
同
や
台
風
の
た
め
尊
い
人

山
山
一
命
や
周
産
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
o

一
ゐ
一
と
く
に
六
月
か
ら
の
長
一
問
、
集
中
的

世
一
に
本
土
を
お
そ
う
台
風
と
い
や
な
気
象

一
状
況
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
レ
た
。

塔
一
こ
れ
ら
に
よ
る
風
水
害
を
最
少
限
に

雪
叫
一
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の

慰
一
心
が
ま
え
と
、
そ
の
準
備
が
必
要
で
す

た
一
ーレ一
成
一
宇山一
デし派立

Jし、

カヨ

け

と

Ht 

備

を

ノ

大

月型!
窓詰
所公主

2着を
大用品
甲財
洲胃

こ
の
甲
聞
は
、
も
と
大
洲
藩
主
加

藤
月
窓
常
必
泰
興
会
着
用
の
も
の

で
、
加
藤
家
に
永
く
伝
来
し
た
も
の

一
、
堤
防
付
近
の
住
民
は
、
河
川
の

用
水
に
注
意
す
る
。

一
一
、
小
石
が
落
下
し
た
り
す
る
の
は

ガ
ケ
く
ず
れ
e

土
砂
く
ず
れ
の
前

ぶ
れ
で
あ
る
か
ら
す
ぐ
避
難
す

る。

三
、
岳
民
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
は

家
財
道
具
を
高
所
へ
移
す
。

四
、
資
難
に
そ
な
え
て
非
常
用
の
貧

糧
品
"
衣
類
E

飲
料
水
の
準
備
を

す
る
o

五
、
避
難
場
所
を
家
族
全
員
に
知
ら

せ
て
お
く
o

六
、
外
出
は
で
き
る
だ
け
さ
け
る
。

守?ι

一
よ
う
が
な
い
で
は
な
い
か
」
と
い
う
わ
一
者
さ
ん
に
よ
く
相
談
し
て
、
で
き
れ
ば
一
す
。

四
本
金
税
率
お
投
正
こ
っ
E
て
一
け
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
医
療
一
専
門
の
病
院
を
絡
介
し
て
も
ら
う
な
ど
一
こ
の
よ
う
に
、
真
宗
季
る
基

μ
F
P
塁
塁

6
3
g
l
iて
も
守
一
費
の
ム
ダ
は
少
な
く
な
い
き
で
す
。
一
が
一
番
よ
い
方
法
で
し
ょ
う
。
ふ
だ
ん
玉
的
な
考
え
万
を
も
つ
だ
け
で
、
ず
い

一
第
一
は
、
薬
の
盲
信
で
す
o
病
気
は
一
か
ら
信
頼
の
お
け
る
家
庭
医
を
も
っ
こ
一
分
医
療
費
の
ム
ダ
は
少
な
く
な
る
も
の

町
和
四
十
九
年
度
の
凶
民
健
康
保
険
一
た
。
ま
た
、
今
年
の
二
月
か
ら
大
幅
な
一
薬
だ
け
で
治
る
も
の
で
は
な
く
、
病
気

税
第
一
期
分
の
納
税
通
知
書
は
、
七
月
一
医
療
費
値
上
げ
が
行
わ
れ
、
自
然
猶
と
一
を
治
す
主
役
は
私
た
ち
自
身
の
依
で
あ

な
か
ば
に
お
送
り
す
る
よ
う
準
備
を
す
一
併
せ
る
と
、
前
の
年
に
対
レ
て
三
割
以
一
る
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。

す
め
て
お
り
ま
す
。
一
上
の
塩
加
に
な
る
見
込
で
す
。
一
し
か
し
、
私
た
ち
は
病
院
へ
行
っ
て

引
き
つ
づ
く
医
療
費
の
大
幅
増
加
の
一
悶
保
の
尉
政
は
、
四
割
五
分
が
国
か
一
も
薬
を
も
ら
わ
な
か
っ
た
り
、
注
射
が

た
め
、
過
日
や
む
を
え
ず
J

税
率
の
改
正
一
ら
の
補
助
、
三
割
が
患
者
さ
ん
の
自
己
一
な
い
と
病
気
が
治
ら
な
い
よ
う
で
不
安

を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の
実
情
を
一
負
担
分
で
、
残
り
二
割
五
分
は
皆
さ
ん
一
に
思
い
ま
す
o

そ
と
で
、
つ
い
お
医
者

十
分
ご
理
解
い
た
だ
い
て
、
医
療
費
の
一
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
閉
で
ま
か
な
一
さ
ん
に
不
必
要
な
薬
や
注
射
を
ね
だ
る

問
題
に
関
心
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
一
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
医
療
費
一
結
果
と
な
り
、
と
れ
で
は
私
た
ち
自
身

し
ま
す
。
一
が
増
え
る
と
、
こ
の
二
割
五
分
の
保
険
一
が
、
名
医
を
紋
還
す
る
こ
と
に
な
る
わ

国
保
が
支
払
う
医
療
費
は
次
第
に
増
一
税
を
改
正
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
く
一
げ
で
す
。

加
し
て
お
り
ま
す
。
も
と
も
と
医
疲
賢
一
な
り
ま
す
o

-

中
に
は
、
一
人
の
お
医
者
さ
ん
で
は

は
、
受
診
率
の
伸
び
な
ど
で
毎
年
二
三
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
医
療
費
一
信
用
で
き
ず
、
あ
ち
こ
ち
の
病
院
を
わ

l
四
%
は
自
然
に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
一
は
節
約
し
よ
う
の
な
い
も
の
と
考
え
ら
一
た
り
あ
る
い
て
、
結
局
病
気
を
治
り
に

れ
に
最
近
の
各
種
公
費
負
担
制
度
の
充
一
れ
が
ち
で
す
。
「
病
気
な
ら
お
医
を
さ
一
く
く
レ
て
い
る
人
も
あ
る
よ
う
で
す
の

実
に
よ
っ
て
、
受
診
率
が
増
加
し
ま
し
一
ん
に
か
か
る
だ
け
、
ど
う
に
も
節
約
し
一
で
、
転
医
す
る
と
き
は
、
最
初
の
お
医

一
音
楽
隊
の
演
奏
と
と
も
に
遺
族
代
表

一
四
人
の
手
で
除
幕
、
と
の
あ
と
引
き
続

-
い
て
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
大
洲
市
出
身

一
者
で
西
南
の
役
以
降
の
諸
戦
役
で
困
難

一
に
殉
じ
た
英
霊
お
よ
び
、
消
防
、
公
務

一
殉
職
者
の
諸
英
明
耳
、
千
百
八
十
余
住
の

一
喧
一
括
に
白
菊
の
花
を
さ
さ
げ
と
冥
福
を
祈

一
念
し
式
典
を
終
り
ま
し
た
。

待
望
の
大
洲
市
慰
霊
塔
が
、
緑
も
濃
一
十
八
回
起
伊
式
が
厳
粛
盛
大
に
行
わ
れ
一
ル
、
建
物
面
積
三
十
五
平
方
メ
ト
ル
一
な
お
、
慰
霊
塔
連
設
に
あ
た
り
ま
し

く
展
望
豊
か
な
V
主
山
の
頂
に
こ
の
一
ま
し
た
o

一
の
立
派
な
も
の
で
、
総
事
業
費
二
千
一
て
は
、
皆
様
の
淡
い
ご
理
解
と
心
か
ら

ほ
と
完
成
、
六
月
五
日
午
前
十
時
よ
り
一
こ
の
慰
霊
塔
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
!
一
一
二
百
万
円
を
か
け
て
居
間
設
し
た
も
の
で
一
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
を
衷

現
地
'
ハ
士
山
に
お
い
て
、
除
幕
式
と
第
一
ト
み
か
げ

6
貼
で
、
高
さ
十
ニ
メ

i
ト
一
す
o

一
心
よ
り
感
謝
申
し
と
げ
ま
す
。

除
格
式
に
は
、
村
'K
市
長
を
は
じ
め
一
大
洲
市
慰
霊
塔
日
間
設
協
賛
会

円
徐
行
一
千
三
百
八
が
参
列
し
自
衛
隊
一

歩ミL第 220号

日
ご
ろ
の
心
が
け
と

準
備

一
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象

情
報
に
注
意
を
は
ら
う
o

一
一
、
自
宅
付
近
の
地
形
か
ら
み
て
ど

の
よ
う
な
災
害
が
お
こ
る
か
想
定
一

し
万
一
の
時
の
安
全
な
避
難
方
法
一

と
避
難
場
所
所
一
家
族
全
員
で
話
合

っ
て
お
く
。

三
、
停
電
に
そ
な
え
て
、
一
懐
中
電
灯

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
一
フ
ジ
オ
を
点
検

し
て
お
く
。

四
、
排
水
路
の
掃
除
を
レ
て
水
の
流

れ
を
よ
く
し
て
お
く
。

五
、
風
に
よ
っ
て
破
損
し
た
り
‘
、
倒

れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
は
補
強

し
て
お
く
。

六
、
ガ
ケ
く
ず
れ
、
土
砂
く
ず
れ
を

お
と
し
そ
う
な
所
は
楠
強
を
し
て

お
く
o

風
水
害
の
お
そ
れ
の

あ
る
と
き

保険税率の新旧対比

|言語~I覇基|認す臣賞野
iの り

円!
改正前 13.4:引 35961 3圃80012.200円

I a)ciEど;小7引4.90012.900円

区分

被保険者 l人あたり年平均

年 度|医療費 1 保険税

46年度 17.3J5円 4.200円

li--tl 
立日

法

で
す
。昭
和
二
十
四
年
月
窓
公
開
基
の
「

如
法
寺
」
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
具

万
一
外
出
す
る
と
き
は
、
目
的
@

行
き
先
a

経
路
@
帰
宅
予
定
時
刻

を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く
。

避
難
す
る
と
き
の

注
意

寺

足
の
製
作
年
代
や
作
者
は
不
明
で
あ

り
ま
す
が
、
兜
は
寛
永
十
四
年
肥
前

に
嶋
原
の
乱
が
起
っ
た
際
出
障
の
用

放
に
出
耐
え
た
も
の
で
、
こ
の
こ
と
が

嘉
永
六
年
藩
土
保
積
立
孝
が
古
い
伝

聞
を
記
述
し
た
「
君
公
京
話
」
の
一

節
に
出
て
い
ま
す
。

長
い
烏
帽
子
形
の
兜
や
陣
羽
織
の

表
全
一
凹
に
は
惇
え
つ
け
た
よ
う
に
貼
ら

れ
て
い
る
烏
毛
「
オ
オ
ト
リ
J

」
の
黒

第
十
三
回
愛
媛
県
身
体
障
害
者
体
育

一
、
老
人
@
手
供
・
病
人
等
は
阜
め
一
大
会
が
本
年
度
は
特
に
開
催
時
期
を
早

に
、
草
す
る
。
一
め
五
月
一
王
ハ
日
松
山
市
堀
の
内
県
営

二
、
ガ
ス
の
元
せ
ん
は
締
め
、
火
の
一
陸
上
競
技
場
で
盛
犬
に
開
催
さ
れ
ま
し

元
を
点
検
し
戸
締
り
を
す
る
。
一
た
。

一
ニ
、
ま
わ
り
道
で
も
安
全
な
道
順
を
一
と
の
大
会
は
、
身
体
障
害
者
が
ス
ポ

選

ん

で

避

難

す

る

。

一

l
yを
通
じ
体
力
の
維
持
、
増
強
考
ひ

四
、
で
き
れ
ば
ヘ
ル
メ
ァ
ト
を
着
用
一
に
残
存
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

す

る

。

一

明

朗

、

快

活

か

つ

積

極

的

な

性

格

を

養

な
い
場
合
は
帽
子
、
タ
オ
ル
等
で
一
い
明
る
い
生
活
形
成
に
寄
与
し
自
立
更

頭
や
顔
を
保
護
す
る
。
一
生
の
実
を
あ
げ
る
乙
と
に
あ
り
ま
す
。

五
、
避
難
の
指
示
を
受
け
た
と
き
は
一
大
洲
市
か
ら
も
四
十
七
名
の
選
手
が

消
防
・
警
察
e

そ
の
他
防
災
関
係
一
参
加
、
次
の
よ
う
な
好
成
間
隔
を
お
さ
め

者
の
指
示
に
従
っ
て
避
難
す
る
o

一
ま
レ
た
。

金
メ
ダ
ル

r~~マτττ
来よわてるに 0 牛
にうけもの牛この
li くにに人ではの体
| い大は闘す度高温
|の量いの 0 にいは
でにき v 皮六体=
す汗ま去吉へ事穴
をせ}けん中
レかんに重苦調官
たく。衣毛労 i箱詰
がこま服』こをす，_x_
っとたをかレる).)J.
ても人脱わてたで

農

事

メ

牛

の

大洲二代産主泰興公着用の
伝来をもっ印宵

い
羽
毛
は
、
少
レ
の
風
ゃ
、
ち
ょ
っ

と
し
た
動
作
に
も
羽
毛
が
ゆ
ら
め
き

動
く
、
乙
う
し
た
意
匠
は
他
に
あ
ま

り
見
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
長
大
な

兜
は
武
将
の
身
長
を
錯
覚
さ
せ
い
や

が
う
え
に
も
大
き
く
見
せ
、
敵
を
威
事

圧
す
る
に
効
が
あ
り
、
黒
く
光
る
紺

糸
威
の
具
足
は
、
色
彩
の
上
か
ら
も

屈
強
な
武
士
の
威
厳
を
示
ず
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

よ
く
見
る
と
箆
手
家
地
鎖
り
上
に

付
け
ら
れ
た
蛇
の
目
形
金
物
ゃ
、
蛇

の
目
紋
付
子
叩
金
肢
に
こ
ま
か
く
彫

刻
せ
ら
れ
た
唐
草
装
飾
紋
に
は
極
め

て
精
巧
な
金
技
法
が
ほ
ど
こ
さ
れ

江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
甲
円
と
し

て
、
そ
の
工
芸
師
値
と
大
洲
二
代
藩

主
謀
興
公
着
附
と
の
伝
来
を
も
っ
申

閏
と
し
て
、
郷
土
史
の
上
か
ら
も

保
存
す
べ
き
貴
重
な
も
の
で
あ
り
ま

す。

市
教
育
委
員
会

身
障
者
体
育
大
金
経
る

好

成

績

の

市

出

場

者

百
メ
ー
ト
ル
競
走

モ
飼

育

管

理

暑
さ
に
た
い
す
る
体
混
調
整
は
主
と

し
て
、
の
み
水
と
呼
吸
に
た
よ
っ
て

い
る
と
い
え
ま
す
o

そ
の
う
え
畜
舎

と
い
う
限
ら
れ
た
場
所
で
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の

畜
舎
の
風
通
し
が
患
い
と
か
西
日
が

当
っ
た
り
、
反
射
熱
が
強
い
場
所
で

あ
っ
た
り
牛
床
が
ジ
メ
ジ
メ
レ
て
い

水
元
芳
夫
(
肱
北
)

六
十
メ
ー
ト
ル
競
走

中
野
ト
ヨ
子
(
平
野
)

四
百
メ
ー
ト
ル
競
走

上
川
直
治
(
肱
北
)

走
高
跳
石
山
察
善
(
平
野
)

砲
丸
投
大
野
ユ
タ
カ
(
計
ハ
多
喜
)

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投

東
ツ
ユ
子
(
肱
北
)

銀
メ
ダ
ル
砲
丸
投

幸
崎
猶
行
(
肱
北
)

上
甲
武
一
(
南
久
米
)

六
十
メ
ト
ル
直
線
走

宮
岡
ヤ
ス
子
(
新
谷
)

銅
メ
ダ
ル
立
巾
跳

大
門
政
春
(
管

善
意
の
基
金
に

お
礼

ま
ご
と
ろ
銀
行
ヘ
善
意
の
基
金
、
心

か
ら
出
謝
申
上
仔
ま
す
。

拾
得
金
の
礼
金
を
大
洲
市
新
谷

朝
日
安
男
氏

社
会
偏
祉
事
業
へ
五
百
七
月

熟
五
等
繁
光
削
日
立
叙
吻
?
を
設
け

た
記
念
と
し
て大
洲
市
宥
宮

両
国
松
太
郎
氏

大
洲
辛
嬰
闘
へ
二
万
円

大
洲
学
関
へ
一
一
万
円

大
州
↓
一
青
一
明
悶
へ
二
万
円

清

和

国

ヘ

二

万

円

大
洲
士
甘
多
特
別
養
護
老
へ
ホ
ー
ム
へ

二
万
円

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

空
巣
に
ど
在
意

と
れ
か
ら
農
繁
期
に
は
、
日
て
巣
に
よ

ろ
被
害
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の

こ
と
に
と
注
意
く
だ
さ
い
。

⑨
錠
前
は
、
も
う
一
度
よ
く
た
し
か
め

る。

⑨
わ
ず
か
の
時
間
の
外
出
で
も
、
戸
締

り
は
忘
れ
な
い
。

⑨
外
出
の
と
き
は
、
と
な
り
近
所
に
よ

く
町
田
守
を
た
の
ん
で
お
く
o

⑨
倉
庫
や
ロ
ッ
カ
ー
の
カ
ギ
は
芦
任
者

か
保
管
し
、
多
額
の
金
は
お
か
な
い

よ
う
に
す
る
。

大
洲
静
察
署 回

) 

問
盛
岡
鰹
院
関

.~司F押~

i
新
刊
図
書
案
内
!

発
明
考
案
の
紹
介
(
特
許
庁
)

天
理
教
年
鑑
昭
和
品
目
年
間

防

衛

年

鑑

一

九

七

四

年

版

一

主
都
に
賭
け
た
青
春
(
宮
本
大
窪
)
一

俺
た
ち
の
異
郷
(
文
遊
一
社
編
集
部
)
一

現
代
の
親
を
告
発
す
る
(
加
藤
訴
一
二
一

邪
馬
台
国
の
秘
岡
田
(
高
木
作
光
)
一

伊

予

史

談

第

二

二

ニ

号

一

中
国
大
陸
追
想
(
水
野
市
品
)
一

教
育
の
再
建
(
ウ
克
服
誠
也
)
一

青
少
年
非
行
の
恨
底
と
国
民
の
姿
勢
一

心

臓

(

同

勝

造

)

一

長
寿
の
体
験
♂
日
本
間
際
医
学
協
会
一

家

庭

の

医

学

(

泊

勝

也

、

一

長
歌
集
自
夫
一
王
(
原
翼
弓
)
一

学
校
は
死
ん
だ
一
川
上
原
太
郎
)
一

ブ

Dhq一
ニ
カ
国
際
大
百
制
州
事
典
一

小
項
目
事
典
4

一

日
本
国
語
大
事
辞
典
箔
9
巻

一

愛
媛
年
鑑
昭
和

ω年
版

一

毎
日
年
鑑

ρ

一

朝
日
新
聞
の
重
要
紙
面
で
み
る
口
年
一

日
本
の
美
と
心
l
原
始
1
古

墳

一

ん
ゲ

2
飛
鳥

i
奈

良

一

文
学
の
旅

1
北

山

間

道

一

ん

γ

5

関
東

H
東
京
a

府
玉
一

グ

7
信
濃
路
。
木
白
日
路
一

女
子
職
員
仕
事
と
人
間
と
の
関
係
一

お
も
し
ろ
い
動
物
行
動
学
(
田
中
)
一

原
一
十
の
ヱ
ホ
ル
ギ
i
(三
島
良
績
)
一

珠
算
春
秋
幻
(
珠
算
教
育
連
盟
)
一

未
来
を
ひ
ら
く
君
た
ち
へ
(
池
田
)
一

今
治
市
阿
野
信
一
記
念
文
化
館
一

図
書
分
類
目
録
(
土
田
衛
)
一

国
会
便
覧
昭
和
刊
年
2
月
改
訂
一

蒸
図
築
要
第
六
。
七
・
八
冊
一

白

治

六

法

昭

和

幼

年

版

一

部
溶
問
題
。
水
平
運
動
資
料
集
成

I
一

重
要
文
化
財

9
絵

画

監

一

小
学
館
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ワ
ス
奨
和
一

大
辞
典
第
2
巻

一

伊
予
の
普
話
(
和
田
良
誉
潟
一

陽
明
門
下
(
下
)
7陽
明
学
大
系
一

明
治
紀
行
丈
学
集
叫
明
治
文
学
全
集
一

六

法

全

書

昭

和

的

年

限

一

生
き
る
こ
と
思
う
こ
と
(
三
浦
綾
子
一

キ
ム
a

イ
ル
ツ
ン
下
(
ポ
ン
)
一

あ
ば
た
又
十
郎
(
池
波
正
太
郎
)
一

沈
黙
の
刺
客
(
大
薮
春
彦
)
一

音
被
館
(
瀬
一
戸
内
容
美
)
一

異
常
の
門
(
柴
田
銃
三
郎
)
一

レ
ジ
レ
ー
ラ
ン
ド
殺
人
事
件
(
森
村
一

獄

門

島

(

横

溝

正

史

)

一

欲

望

の

橋

(

邦

光

史

郎

)

一

覇
王
の
家
前
(
司
馬
遼
太
郎
)
一


